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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

　東京外国語大学 
富盛伸夫 
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

ヨーロッパの危機言語
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

スイス共和国とグラウビュンデン州
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

スイス共和国とグラウビュンデン州：言語分布




- TUFS -
5


「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

スイス共和国とグラウビュンデン州：言語分布
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

グラウビュンデン州：言語使用状況
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

グラウビュンデン州：言語使用状況
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

（スイス・ドイツ語：Kanton Graubünda）


グラウビュンデン州


スイス南東部に位置し、リヒテンシュタイン、

オーストリア、イタリアの３国と接する

スイス最大のカントン（州）：


Bainvegni　al chantun Grischun！ 

州のシンボル
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

グラウビュンデン州　ロマンシュ語：Chantun Grischun


　　Kanton Graubünda、

　　標準ドイツ語：Kanton Graubünden、

　　イタリア語：Cantone dei Grigioni、


　　フランス語：Canton des Grisons、

　　英語：Canton of Grisons


Bainvegni　al chantun Grischun！ 

州都　クール


エンガディン地方
 シュクオール
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

Bainvegni　al Rumantsch Grischun！ 

Allegra.   
‒ Hello or welcome.

Co vai?   
‒ How are you?

Bun di. 
 
‒ Good morning.

Buna saira. 
‒ Good evening.

Buna notg. 
‒ Good night.

A revair. 
‒ Goodbye.

A pli tard. 
‒ See you later.

I ma displascha. 
‒ I'm sorry.

Perdunai. 
‒ Excuse me.

Per plaschair. 
‒ Please.

Grazia fitg. 
‒ Thank you very much.

Anzi. 
 
‒ You're welcome.

Viva! 
 
‒ Cheers!
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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

a [a] 
b [be] 
c [tse] 
d [de] 
e [e] 
f [ef] 
g [ghe] 
h [ha] 
i [i] j [jot, i lung]

l [el] 
m [em] 

n [en]


アルファベットと発音


o [o] 
p [pe] 

q [ku] 

r [er] 

s [es] 
t [te] 
u [u] 
v [ve] 

x [iks] 

z [tset] 

I dat anc las letras k [ka], w [ve dubel] ed y 
[ipsilon u i grec], che vegnan duvradas be en 

pleds esters ed internaziunals sco era en nums: 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「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

発音: 母音体系




- TUFS -
14


「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 

発音: 子音体系
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　代名詞


「ロマンシュ語とはどういう言語か　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　̶その現在・過去・未来̶ 」 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シュクオール村の民家の玄関


http://www.google.co.jp/search?q=engadiner
+haus&hl=ja&client=safari&rls=en&prmd=imvns&tbm=isch&tbo=u&source=univ&sa=X

&ei=rgCKTuHUEIqCmQW6orUl&ved=0CDUQsAQ&biw=1094&bih=672




ヨーロッパの危機言語




印欧語族、イタリック語派、ラテン語系：

     古典ラテン語.から..ではなく、、、
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ロマンシュ語のルーツをたどると：

インド・ヨーロッパ語族とは？




ローマ帝国版図の拡大  
紀元前133年（赤）、 
紀元前44年（橙色）、 
14年（黄）、 
117年（緑） 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ロマンシュ語のルーツ：

＝偉大なるローマ帝国の民衆の言葉
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ロマンシュ語のルーツ：

＝偉大なるローマ帝国の民衆の言葉




ロマンシュ語とは： 
アルプスの先住民レチア人が
ローマ帝国の征服によって 
ラテン語化されて生まれた　
＿＿＿＿＿＿ 

21
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ロマンシュ語はどのようにして 
生まれたのか？（ロマンシュ語の歴史） 



ロマンシュ語とは： 
アルプスの先住民レチア人が
ローマ帝国の征服によって 
ラテン語化されて生まれた　
クレオール 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ロマンシュ語はどのようにして 
生まれたのか？（ロマンシュ語の歴史） 
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ロマンシュ語はどのようにして 
生まれたのか？（ロマンシュ語の歴史） 
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ロマンシュ語はどのようにして 
生まれたのか？（ロマンシュ語の歴史） 

レト・ロマンス諸語




フランク王国カロリング朝・カール
大帝の時代 (在位768年-814年) 
フランク王国の最盛期。
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Territorial situation of the Frankish Empire,

 AD 481‒814.


ロマンシュ語はどのようにして 
生まれたのか？（ロマンシュ語の歴史） 
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フランク王国の分裂とヨーロッパの誕生




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：　
1.音声の変化
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民衆のラテン語では、

どんな変化が起こっていたか？


話し言葉特有の変化：




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：　
1.音声の変化
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民衆のラテン語では、

どんな変化が起こっていたか？


話し言葉特有の変化　＝＞


☆音声の変化：

　　高低ピッチアクセントから　　強さアクセントへ；




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：　
1.音声の変化
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民衆のラテン語では、どんな変化が起こっていた
か？

☆音声の変化：

　　高低ピッチアクセントから　　強さアクセントへ；


＝＞＞


「どこかおかしいラテン語！」




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：　
1.音声の変化
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＝＞＞


「いまのラテン語は　乱れてる！」




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：　
1.音声の変化
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民衆のラテン語では、どんな変化が起こっていたか？


☆音声の変化：

　　＝＞＞「どこかおかしいラテン語！」


文法学者 PROBUSによる付録 Appendix Probi （AD 3世紀ごろ）

　 からの実証

　passim non passi （語末の ‒m の脱落） 
　oculus  non oclus（アクセントのない母音の脱落） 
　calida   non calda（母音脱落） 
　frigida  non fricda（母音脱落と g > c へ変化） 
　vinea    non vinia （-e- が 半子音になっていた） 
　auris     non oricla（au が o に、-claという縮小辞） 



   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：

２. 活用（形態レベル）の変化
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民衆のラテン語では、どんな変化が起こっていたか？


２.音声の変化から、　活用（形態レベル）の変化へ：


　　ラテン語の格変化と動詞活用：

語幹＋屈折（活用）語尾で文法機能を表していた。


名詞 
屈折　 
 
  名詞  
　　　　　動詞　「~が咬んだ」

主格：　Cleopatr -a   
serpens　 
mordebam

対格：　Cleopatr ‒am 
serpent ‒em 
mordebas

属格：　Cleopatr ‒ae 
serpent ‒is　　 
mordebat

与格：　Cleopatr ‒ae 
serpent ‒i 　　　　mordebamus

奪格：　Cleopatr ‒a 
serpent ‒e 
mordebatis



 
 
 
 
mordebant




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：

3. 冠詞の発生
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民衆のラテン語では、どんな変化が起こっていたか？

3.冠詞の発生

　　指示詞（ダイクシス的機能）から冠詞（コンテクスト的機能）へ；

　　冠詞の世界観：話者主体の主観的視点・位置を明示する


ロマンシュ語




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：

冠詞の発生と前置詞の多様化
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民衆のラテン語では、どんな変化が起こっていたか？


3.冠詞の発生

　　指示詞（ダイクシス的機能）から冠詞（コンテクスト的機能）へ；


特に、部分冠詞は、フランス人の世界の切り取り方を示している

　　　　　　　　　　 (　　　　　) 　：　 (　　　)　の対立



　　　　定冠詞 
 
部分冠詞

　「パン」　　　　 le pain 
 
du pain

  「豚」　
　　　　 le porc 
 
du porc 
  「        」　

　「森」 　　       le bois 
 
du bois
　「 　　　」 　

　「水」　          l’eau 
 
de  l’eau　「       」

　「平和」         la paix 
 
de la paix  …




   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：

動詞変化の多様化
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   

ロマンス諸語に起こったこととは... ：

４. 語順の一定化
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民衆のラテン語では、どんな変化が起こっていたか？


4. 語順の一定化：ゲルマン上層という言語接触の影響か？


　いわゆる

　«論理的語順»　＝　「主語」＋「動詞」＋「目的語」の順


仏：

Un serpent a mordu Cléopatre. 
(cf: Cléopatre a mordu un serpent.)

　　「蛇がクレオパトラを咬んだ」　　　　　　　（クレオパトラが、、、）




   

フランス語の語順は、、、：

英語などゲルマン系言語に近い！
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語順：「主語」＋「動詞」＋「目的語」（＝　«論理的語順»　）は、


　西ヨーロッパ諸語に特に多い語順で、

　世界の諸言語からみると、ごく少数派である。


　アメリカ先住民諸語の研究者B. L. Whorf は

　　　　　　　　　　　　　Standard Average European (SAE)  と名付けた。


☆言語類型論では、Type A Language とも呼び、

　　　　文の主語を義務的に必要とする特殊な言語群である、という、、、



（松本克己，1991，「主語について」，『言語研究』 100，pp. 1-41.）



例：　I es a mezdi.  

　　　　　　Cf : It is at noon. 「お昼だ。」




   

３.　ロマンス諸語に起こったこと
とは... ：
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語順と、主語の明示義務の観点からは、


　西ヨーロッパ諸語は、二分される：

　　（１）　イタリア語・スペイン語・ポルトガル語など、



 
と

　　（２）　Type A Languages 



（フランス語、ロマンシュ語、ゲルマン諸語


　英語など、１５ほどの言語）



例： Piove.       Il pleut. 「雨が降っている」

      
      Llueve.      I plova. 

　　　　　Cf : 
          It rains (It is raining). 

                                  Es regnet.




   

「国際語」としてのフランス語 

Antoine Rivarol 
 (1753-1801)

フランスの言語思想家、哲学
者。1784年ベルリン・アカデ
ミーの懸賞論文

«De l’universalité de la 
langue française »

（フランス語の普遍性につい
て）


☆18世紀フランス絶対王制
（ルイ王朝）の優位性 
☆フランス語使用地域の拡大 
☆17-18世紀の論理至上 
　主義、 
☆人間普遍への志向性 

«ce qui n'est pas clair n'est pas français; 


「明晰ならざるものフランス語にあらず、、、。」
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   

フランス語の『明晰性』とは？ 

根拠：«論理的語順» 

　「主語」＋「動詞」＋「目的語」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　の順 
- Un serpent a mordu Cléopatre.

　　「蛇がクレオパトラを咬んだ」

(cf: Cléopatre a mordu un serpent.)


同じ文を、もしラテン語で言うと、、、 

-  Serpens Cleopatram mordebat.

-  Cleopatram mordebat serpens.

-  Mordebat Cleopatram serpens.

- Mordebat serpens Cleopatram.

(cf: Cleopatra serpentem mordebat.)


«ce qui n'est pas clair n'est pas français; 

ce qui n’est pas clair est encore anglais, italien, 
grec ou latin».　 （Antoine Rivarol）

「明晰ならざるものフランス語にあらず、、、

　明晰ならざるもの、それは英語やイタリア語やギリシャ語やラテン語なり。」 

論理的・事実の客観的伝達 <=>
 感情の豊かさ・情報の焦点化
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ヨーロッパ連合（EU) 
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ヨーロッパ連合（EU)内の 
言語コミュニケーション能力 
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ヨーロッパ連合（EU)内の 
言語コミュニケーション能力 
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ヨーロッパ連合（EU)の 
バベルの塔：通訳・翻訳の問題 
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ヨーロッパ連合（EU)の 
コミュニケーション・コスト 
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ヨーロッパ連合（EU)の 
バベルの塔：通訳・翻訳の問題 
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ヨーロッパ連合（EU)の 
バベルの塔：通訳・翻訳の問題 



2007
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ヨーロッパ連合（EU)の 
バベルの塔：言語・文化の多様性 

世界はほとんどの地域で多言語・多文化社会


EUが人類の実験を行っている！

　　英語のみのコミュニケーションにたよらない

　　ひとりひとりが

　　２言語＋１言語


　　　　　　　　　＝複言語主義

　Multi-linguism


　＞＞＞ Pluri-linguism  複言語主義へ
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ヨーロッパ連合（EU)の 
バベルの塔：言語・文化の多様性 

多様性の重要性

　　異なる種（言語・文化）の多様性

　　同一種（言語・文化）の内部での多様性

　　異質な種・変種（言語・文化）の共存できる

　　　　　　　　　　　柔軟な生態系


たとえば、、、

　　・オバマ大統領のカイロでの演説（2009年6月23日）

　　・ハイチの少年




ご静聴ありがとうございました
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